
目指すべき社会

社会情勢・現状

Ⅰ 男女が自らの意思に基づき、
個性と能力を十分に発揮できる、
公正で多様性に富んだ、
活力ある持続可能な社会

Ⅱ 男女の人権が尊重され、
尊厳を持って個人が
生きることのできる社会

Ⅲ 仕事と生活の調和が図られ、
男女が共に充実した職業生活、
その他の社会生活、家庭生活
を送ることができる社会

Ⅳ あらゆる分野に
男女共同参画・女性活躍
の視点を取り込み、
国際社会と協調する社会

① 人口減少、世帯構成の変化等
・生産年齢人口の減少、人手不足、超高齢化
・世帯の単独化、共働き割合の増加
・在留・訪日外国人の増加

② 就業・生活の在り方
・女性の就業率の上昇
・生涯を通じた健康支援の必要性への認識
・家事・育児・介護負担の女性への偏り
・ワーキングケアラーの増加
・働き方の多様化（起業、フリーランス等）

③ ビジネス・地域経営の動向・変化
・人的資本経営・健康経営・従業員の

エンゲージメント向上に向けた取組への関心
・ビジネスにおける人権尊重意識
・地域からの若年女性の転出超過、

女性・若者に選ばれる地方に向けた取組の必要性

・AI活用の拡がり（業務改善・効率化等）
・ジェンダード・イノベーション
（性差医療など、性差を考慮した研究開発の進展）

・固定的な性別役割分担意識
・希望するライフコース
・暴力・ハラスメントに関する意識

・経済状況と生活の見通し
・テクノロジーによる負の影響
・頻発する大規模災害、気候変動が与える影響

第６次男女共同参画基本計画の策定に向けたコンセプト（議論のためのたたき台）

１ 社会構造の動向・変化

２ 意識・価値観の動向・変化

３ 技術の急速な進展・進化

４ 安全・安心に影響を与える様々な要因

・デジタル・グリーン経済（STEM教育、起業家育成）
・ケアエコノミー（無償・有償ケア労働の軽減・再分配等）
・WPS（女性、平和、安全保障）
・男性の在り方に関する政策（家事・育児・介護への参画促進等）
・その他諸外国・国際的な動向（国際的な指標・目標）

５ 国際的な潮流

第６次男女共同参画基本計画の策定に向けて
留意すべき社会情勢や現状は以下のとおり。
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基本的な視点と取り組むべき事項等

全ての人が性別にかかわらず自らの個性と能力を十分に発揮し、生きがいを感じられる社会を実現するとともに、我が
国の経済社会にイノベーションをもたらし持続的な発展の確保にも資するよう、次世代に向けたメッセージも念頭に置
きながら、以下に取り組む。

○男女間の実質的な機会の平等を担保する観点から極めて重要である意思決定過程への女性の参画を一層加速するため、
「30％目標」の達成と、その先の、誰もが性別を意識することなく活躍でき、指導的地位にある人々の性別に偏りが
ないような社会に向け、国際的水準も意識しつつ、ポジティブ・アクションも含め、人材登用・育成を強化する必要。
【WG１、WG２】

○全ての人にとって働きやすい環境づくりと女性の所得向上・経済的自立に向けた取組の一層の推進。その基盤として、
両立支援（育児、介護、健康、学び等）、多様で柔軟な働き方の推進、長時間労働の是正、ハラスメント対策及びリ
スキリングの促進。【WG２、WG３】

○各地域の実情を踏まえた取組を促進し、更に女性にも選ばれる地方づくりを後押しするため、各地域における男
女共同参画の推進（都市部・地方における課題を踏まえた、雇用の場の創出・起業支援・非正規雇用の処遇改善と正
規転換・男女間賃金格差の是正、固定的な性別役割分担意識の解消・慣行の見直し、教育分野の取組、取組の連携や
横展開）。【WG２】

○科学技術分野への女性の参画・登用、様々な分野における性差による影響に配慮した施策の実施、性差の視点を踏
まえたイノベーションの創出を推進し、AI等の科学技術の発展に男女が共に寄与するとともに、その発展が男女共
同参画に資するよう取り組む必要。【WG２】

○多様な性的・ジェンダーに基づく暴力が男女共同参画社会の実現を妨げていることを踏まえ、あらゆる性的・
ジェンダーに基づく暴力を容認しない社会基盤の形成と被害者の尊厳を回復するための支援を強化する必要。
【WG３】

○社会的・経済的な男女間の格差が生活上の困難を固定化・複合化していることを背景に、多様かつ複合的な困難
を抱える女性に対して困難な状況が固定化・連鎖しないようきめ細かな支援に取り組む必要。【WG３】

○大規模災害での男女共同参画の視点の浸透の必要性が再認識されたことも踏まえ、男女共同参画の視点による防
災・復興対策を徹底させる必要。【WG３】

○制度や慣行が、実質的に男女にどのような影響を与えるのか常に検討され、経済社会情勢を踏まえて不断に見直さ
れることが男女共同参画社会の形成のために重要であり、持続可能な活力ある我が国社会を次世代に引き継ぐため
には、あらゆる分野において男女共同参画・女性活躍の視点を確保するとともに、制度・慣行が社会活動の選択にで
きる限り中立なものとする必要。【WG１】

※WG1：基本構想WG、WG２：人材・地域・意識WG、WG3：安全・安心WG
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